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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
に
お
け
る
日
朝
交
渉
記
録
文
書
の
欠
落
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
日
朝
国
交
正
常
化
本
会
談
が
十
一
回
行
わ
れ
、
第
一
回
が
平
成
三
年
一
月
、
第
二
回
が

同
年
三
月
、
第
三
回
が
同
年
五
月
、
第
四
回
が
同
年
八
月
、
第
五
回
が
同
年
十
一
月
、
第
六
回
が
平
成
四
年
一
月
か
ら
二
月

ま
で
、
第
七
回
が
同
年
五
月
、
第
八
回
が
同
年
十
一
月
、
第
九
回
が
平
成
十
二
年
四
月
、
第
十
回
が
同
年
八
月
、
第
十
一
回

が
同
年
十
月
で
あ
り
、
日
朝
双
方
の
首
席
代
表
は
第
一
回
か
ら
第
六
回
ま
で
が
中
平
立
政
府
代
表
と
田
仁
徹
外
交
部
副
部
長
、

第
七
回
と
第
八
回
が
同
政
府
代
表
と
李
三
魯
外
交
部
大
使
、
第
九
回
か
ら
第
十
一
回
ま
で
が
高
野
幸
二
郎
日
朝
国
交
正
常
化

担
当
大
使
と
鄭
泰
和
巡
回
大
使
で
あ
る
。
な
お
、
相
手
方
と
の
関
係
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
出
席
者
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
に
つ
い
て

外
務
省
で
作
成
さ
れ
る
外
交
交
渉
、
会
談
に
関
す
る
記
録
の
保
存
期
間
は
、
そ
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
設
定
さ
れ
、
一

概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
の
準
備
過
程
で
行
わ
れ
た
外
交
交
渉
の
記
録

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
平
成
十
九
年
二
月
二
十
日
提
出
質
問
第
七
八
号
）
三
で
「
秘
密
保
全
の
理
由
か
ら
記
録
が
作
成
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
「
今
後
の
日
朝
間
の
協
議
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
述
べ
た
と
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
も
、
外
務
省
と

し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
道
に
関
し
、
外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
者
か
ら
話
を
聞
い
て
い
な
い
。

二


